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ごあいさつ

プライムデリカ株式会社
代表取締役社長 齊藤 正義

1

当社は全国に12工場の拠点があり、全社でエコアク
ション21を認証取得しています。
エコアクション21の活動を通してさまざまな環境経営を
これからも進めていく考えでいます。
特に二酸化炭素排出量削減目標においては、プリマハ

ムグループ及びセブン-イレブン・ジャパンから各社とも
努力してほしいというお話がありました。
プリマハムグループ会社、またセブン&アイ・ホール

ディングスではセブンイレブンなど 日米約3万のグルー
プ店舗運営から排出される二酸化炭素（CO2）を2050年
までに実質ゼロとする新たな環境目標を設定しているこ
とからの要請です。
温室効果ガス算定・報告に関して、世界で最も広く認

知・支持されている国際基準GHGプロトコルでは、温
室効果ガスの排出量を測定する範囲をスコープ1、ス
コープ2、スコープ3に分類しています。
サプライチェーン上流（スコープ3）、自社（スコー

プ1、2）、サプライチェーン下流（スコープ3）という
考え方であり、プリマハム及び セブン&アイ・ホール
ディングスにとって、サプライチェーンである我々が抱
えている二酸化炭素排出量は大きく、スコープ3での削
減を行わなくてはセブン&アイ・ホールディングス 全体
の削減が目標達成できないということになります。
2021年度は、生産数量の減少、生産品目の変更により

電気燃料使用量が増加し、残念ながら二酸化炭素排出量
削減目標が未達成となってしまいました。
しかし、二酸化炭素排出量削減を達成するべく 2022
年度 今一度当社として二酸化炭素排出量削減という目
標を掲げて、この業界のリーダー的存在としてこれから
も他の模範となるべく、持続可能な社会の実現を目指し
て環境活動を継続する所存でございます。



会社概要
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本社所在地
〒252-0328 神奈川県相模原市南区
麻溝台一丁目7番1号

創業 1986年10月1日

資本金 1億円

代表者 代表取締役社長 齊藤正義

従業員数
社員 667名
パートナー従業員 8,000名

事業内容 食料品製造

主要品 調理パン/スイーツ/惣菜/サラダ/軽食

売上高

2017年3月期 844億円
2018年3月期 900億円
2019年3月期 963億円
2020年3月期 989億円
2021年3月期 1051億円
2022年3月期 1021億円

・統括環境管理責任者
取締役生産本部長 加藤 幸作

・担当者 統括事務局
TEL：042-702-0011 FAX：042-702-2611
http://www.primedelica.com/index.html

http://www.primedelica.com/index.html


事業案内
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生産拠点を全国エリアに拡大し、現在12工場で同一のハイレベルな
生産管理体制を敷き、毎日24時間、セブン-イレブン向けの食品を生産
し続けています。
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環境経営方針



実施体制
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＜組織図＞

＜エコアクション２１認証の取得について＞

本社・相模原第一工場
龍ケ崎工場、豊田第一工場、豊田第二工場
枚方工場、宝塚工場、新居浜工場、宗像工場、
佐賀工場、宮崎工場、相模原第二工場
本社を相模原第一工場から分離
熊本工場

認証取得
認証取得

認証取得

認証取得

2015年
2016年
2017年

2020年
2021年

※本社のみ、EA21事務局の下にエコリーダーを設置しています



実施体制
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＜役割・責任・権限＞
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環境経営目標

全社環境経営目標

●電力排出係数について
環境経営目標を設定するに当たり、2018年度購入電力の CO2 調整後排出係数は
国が公表する電気事業者毎の数値より2017年度実績のものを使用しています。

●自然エネルギーの利用について
環境経営方針に記載した自然エネルギーの利用として、太陽光発電を相模原第二
工場、龍ケ崎工場、豊田第二工場、新居浜工場および宮崎工場にて取り入れており
ます。

尚、実績算出において、今年度相模原第一工場にコージェネレーションを導入した
ため、相模原第一工場は以下の電力排出係数も使用しております。

※当社でのPRTR法に該当する化学物質の使用はありません。

※2018年度を基準年度に設定。2020年熊本プリマと合併。2022年度より目標内容変更予定。

●原単位について
当社では原単位を算出するにあたり、生産量(千pk)を使用しており、生産数量は

2018年度は626,228千pkです。
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環境経営計画

エコアクション21を全社（本社・相模原第一工場、相模原第二工場、龍ケ崎工場・豊
田第一工場、豊田第二工場、枚方工場、宝塚工場、新居浜工場、宗像工場、佐賀
工場、熊本工場、宮崎工場）で取り組みました。各工場では本来業務の改善活動を
継続的に実施しており、本業を通じての改善に努めてまいります。

環境経営計画
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環境経営計画

環境経営計画



環境経営計画
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環境経営計画



環境経営計画
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環境経営計画



環境経営計画
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環境経営計画



環境経営計画
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環境経営計画



環境経営計画
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環境経営計画
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環境経営目標の実績

全社環境経営目標結果

●結果
2021年度の計画として、ラインの増設と空調の更新などの環境変化を考慮して目標値の

設定を見直し、取り組みを行いました。
取り組みの効果があったものとして、化石燃料使用量削減は、同商品を別時間帯で複数で製
造していた商品を集約することでエネルギー効率効率のいい生産に切り替えることができまし
た。食品廃棄物排出量削減は、野菜くずの減容機のあるエコセンターと消滅機の運用を継続し
て行い、削減することができました。食品リサイクル率の向上では、定期的に処理委託の処理
状況確認を実施することで安定して排出することができ達成することができました。水使用量削
減では、清掃方法の見直しにより無駄な水の使用を削減することができました。環境改善活動
では計画通り継続的に取り組みを行えたため、達成することができました。
取り組みの効果がでなかったものとして、二酸化炭素排出量削減と電気では、生産数量増加
により、購買電力が増えたことで未達成となりました。その他産業廃棄物排出量削減では、生
産数量増加により原料包材の廃棄が増えたことと有価物が産廃となったままで有価に切替ら
れなかったことで排出量が増加し未達成となりました。地域貢献活動では、コロナ禍でイベント
中止が多く計画していたできなかったことで未達成となってしまいました。

※2021年度の二酸化炭素総排出量は、
69,875ｔ-CO2です。
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二酸化炭素排出量削減

環境経営目標の実績

●結果
2021年度は生産数量が増加したことにより、昨年度に西日本地区での物流課を新設し、
今まで他社委託していた物流の一部を自社で賄うことにより二酸化炭素排出量が昨年比
で増加しました。
昨年に引き続き、主な取り組みとして、西日本地区の生産拠点である複数工場で生産し
ている同一商品を一つの工場に集約したり、一日に複数便出荷していた同一商品の配送
便を一つにまとめて集約する取り組みはしましたが、生産数量が増えたことににより配送回
数が多くなってしまいました。
しかし、技術革新による製品の消費期限延長やより美味しい製品の開発にも取り組みま
した。通常の商品よりも消費期限の長い商品を製造することで、店頭での陳列時間が延び
ることや、商品の品切れや商品廃棄の軽減にも繋がっています。

二酸化炭素排出量
削減では、物流に
関わる排出量の削
減に着目しました。

他社委託していた物流を
自社で行うことで商品が
運搬を効率化しました。
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電気使用量削減

環境経営目標の実績

●結果
2021年度は生産数量が増加し、長鮮度サラダなど冷水を製造する商品が多くなったことか
ら冷水を製造するための電気が増大したこととと、コージェネレーションの重故障によりコー
ジェネレーションの停止期間などがあったことから、購買電力が増えてしまいました。
来年度は、コージェネレーションが故障しないような対策と、故障した時にもすぐに復旧でき
るような対策をしっかりと整えて取り組みを行っていきます。

電気使用量削減では、
コージェネレーション
の安定稼働に着目しま
した。

コージェネレーションとは、
ガスタービン、ガスエンジン、
ディーゼルエンジンや燃料電
池を用いて、発電を行うと共
に、その排熱を利用して蒸気
を発生させる技術です。
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化石燃料使用量削減

環境経営目標の実績

●結果
2021年はコージェネレーションの重故障によりコージェネレーションの停止期間がありガス
使用量が減少したこともありますが、オーブン稼働時間削減のために焼き菓子などの計画的
な冷凍保管を実施したことで効率のいい生産をすることができました。また、空調(外気導入
口)プレフィルターを交換(ブロアの抵抗削減)、生産中断時間では着火を消しガス使用量の削
減、空調(外気導入口)プレフィルターを交換(ブロアの抵抗削減)などの取り組みを実施するこ
とで削減に努めました。

大気汚染の原因となる
硫黄酸化物(SOx)、窒素
酸化物(NOx)などを排出
しないエネルギーを使
用するために、重油使
用量を減らしています。

化石燃料使用量削減で
は、環境負荷の少ない
エネルギーに着目しま
した。



19

食品残渣排出量削減

環境経営目標の実績

●結果
食品廃棄物排出量を削減するために、脱水機を使用して野菜くずなどの植物性残渣を減量
化に取り組んでいます。2021年度には関東エコセンターでは年間約1600ｔ、東海エコセン
ターでは年間約1600ｔ、関西エコセンターでは年間約1400ｔで合計年間約4600ｔの食品廃棄
物排出量削減をすることができました。昨年と比べると約300ｔ処理量を増やして取り組みを
行えました。
また、相模原第二工場での「消滅機」では年間約380ｔ、龍ケ崎工場の乾燥機では年間約5ｔ
の食品廃棄物を削減することができました。また、昨年にテストを実施していた熊本工場の消
滅機は来年度に導入することが決まりました。

消滅機とは、生ごみを
自然原理を応用してバ
イオの力で分解する装
置です。

食品残渣排出量削減で
は、消滅機の活用に
着目しました。
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その他産業廃棄物排出量削減

環境経営目標の実績

●結果
2021年度は、昨年有価物だった金属が産業廃棄物に切替となり、有価物に再度切り替え
ようと努力をしましたが、産業廃棄物のままで切替することができなかったことと、廃プラ洗浄
機導入に向けて、廃プラ洗浄したものをリサイクルとして引き取ってくれる業者の選定や処理
状況確認を実施して廃プラ洗浄機導入に向けて取り組みを行ってきましたが、廃プラ洗浄機
の導入が2021年の3月末となり、廃プラ洗浄機の導入による排出量の減少の効果を得ること
ができませんでした。来年度は引き続き、産業廃棄物の有価化をすすめることと、廃プラ洗浄
機を導入したことで排出重量を減らすこととに取り組みをしていきます。

廃プラスチックには食品残
渣が付いているため、綺麗
に洗浄することで排出量の
減少とリサイクルの可能性
が出てきます。

その他産業廃棄物排出
量の削減は、廃プラス
チックの洗浄による削
減に着目しました。
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水使用量削減

環境経営目標の実績

●結果
2021年度も引き続き、日ごろから汚さない生産を心掛け、清掃の方法を見直したことで水
使用量削減に効果がありました。
野菜の洗浄などで発生する比較的綺麗な排水を機械の一次洗浄で使用したり、機械洗浄
のマニュアルを整備することで、無駄な水を使用しない取り組みを行っています。

機械の洗浄時に発生する水
の使用方法を見直すことで
水使用量の削減を行いまし
た。

水使用量の削減は、
機械の洗浄方法に
着目しました。
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環境改善活動（一部紹介）

環境経営目標の実績

①相模原ベジタブルプラント(SVP)の運用

相模原ベジタブルプラントでは、播種（は
しゅ）や定植など一連の工程の自動化、
食品工場として培った衛生管理を進める
ことで、 ASIAGAPを取得しました。
ASIAGAPとは、GFSI（世界食品安全イニ
シアチブ）の承認を受けた、農業における
食品安全・環境保全・労働安全などの認
証制度のことです。

工場で栽培された野菜を工場でサラダに加工し販売しています。工場栽培なので、物
流に関わる二酸化炭素排出量の削減、鮮度がいい野菜で廃棄削減、野菜の包装工程
ででるゴミの削減に繋がっています。

②環境に配慮した包材の選定
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環境経営目標の実績

SDGｓの推進

カミナシシステムの導入を一部の工場で進めています。
１日あたり１工場で発生する紙帳票の数は100枚程度で、紙帳票の管理に関す
る業務が約６時間かかっていましたが、紙帳票の数を0枚、帳票管理時間を約４
時間に削減することができました。
資源を大切にするとともに、業務の効率化にも繋がっています。
今後も全工場でシステム導入を進めていき、紙をデジタル化することで、資源を
大切に使用し、廃棄物や二酸化炭素排出量の削減に努めます。

カミナシシステムの導入

工場の紙帳票をデジタル化
・ ・ ・ ・ ・

導
入
前

導
入
後

帳票印刷

iＰａｄで記入 カミナシで管理 ＰCで確認

紙で管理 保管

読みにくい

大量

SDGsを推進するために、統括事務局
より毎月SDGsに関わるミニ情報の配信
を行っています。また、配信したSDGｓ
の内容を見える化するため該当する箇
所にSＤＧｓアイコンを貼り付ける取り組
みを行っています。
年度末にはＳＤＧｓの理解度を確認す
るテストや、個人目標を立ててもらい、
ＳＤＧｓの推進を行っています。

環境改善活動（一部紹介）
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①近隣小学校との交流

地域貢献活動（一部紹介）

環境経営目標の実績

「町の人やお店、施設、自然など加納の町を調べ、
自分と地域とのつながりや地域の魅力など、たくさ
んの「すてき」を発見し、地域への理解と愛着を深
める。」という目的の生活科の学習が、近隣小学校
で行われています。
例年だと、小学校の生徒が工場に来て見学して
もらっていましたが、今年度は新型コロナウィルス
の影響により、児童の見学ではなく、教員による訪
問取材の形で実施し会社の自己紹介と施設の紹
介を行いました。質問取材ということで、児童の書
いた質問に返事を書いて渡しました。

②地域への協賛活動や清掃の実施

牛久沼水辺公園の白鳥に餌やりの
ために工場から出たレタス外葉芯くず、
とパン耳を提供しており、龍ケ崎市か
ら委託された方が交替で毎日2回餌
食を行っています。

③ハクチョウの餌用パンの提供

定期的に工場の外周清掃を行って
います。駐車場周辺などは、空き缶
や飴やガムなどのお菓子の袋、たば
こなども捨ててあることがあります。
工場周辺も会社の一部と考えて、今
後も定期的に清掃することで周辺美
化に努めます。
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環境経営目標の実績

①エコセンターによるゴミ減容化

当社では、関東エコセンター、東海エコセン
ター、関西エコセンターの３拠点で工場から排
出される野菜くずなどの植物性残渣を圧縮・脱
水、ゴミ減容化に努めています。
植物性残渣を脱水することで排出量を85～

90％削減しております。野菜を多く使用する工
場では１日に2ｔ以上の植物性残渣が排出され
るため、減容し排出量を減らすことで環境への
影響を少なくしています。また、脱水処理した
植物性残渣は堆肥化し、食品の再生利用を促
進しています。

活動内容（一部紹介）

2021年度の実績は、関東エコセンターで約1600トン、東海エコセンターで約1600トン、
関西エコセンターで約1400トン減量することができ、年間で約4600トンのゴミの重量を削減
することができました。
また、減容化でゴミの運搬回数が減り、回収車両からの二酸化炭素排出量低減にもつな
がっています。
この取り組みは過去に環境に良い優秀な事例として神奈川県に選ばれ、県が主催する
「廃棄物自主管理事業説明会」で、発表する機会もいただきました。
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環境経営目標の実績

活動内容（一部紹介）

②食品消滅機の導入

相模原第二工場では食品消滅機を導入しています。食品消滅機とは、微生物の力で
食品を発酵させて分解する機械です。食品を消滅機に投入することで排出量を約85％
削減しております。工場内で処理することにより生ごみ回収時に発生する物流の二酸
化炭素排出量の削減にも繋がっています。
また、熊本工場でも食品消滅機のテストを実施しています。熊本工場の消滅機は完全
消滅型で食品の約99％を水にして、残渣物を出さない機械となっています。

③野菜乾燥機の運用

龍ヶ崎工場では食品乾燥機を導入しています。食品乾燥機とは、その名の通り食品を
乾燥させることで堆肥化する機械です。龍ケ崎では野菜くずを乾燥機に通して乾燥させ
ることで堆肥化しています。堆肥化させた堆肥は業者に有価で売却しています。
これにより、年間で約５ｔの食品廃棄物をリサイクルしています。
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活動内容（一部紹介）

環境経営目標の実績

①太陽光発電とデジタル掲示板

一部の工場で、太陽光発電を
取り入れています。枯渇することのない
クリーンエネルギーを取り入れることで
環境保全に努めています。
また、掲示版をデジタル掲示板にする
ことで、紙資源の削減を行っています。
紙掲示板からデジタル掲示板にするこ
とで、いろいろな情報を素早く配信するこ
とが可能になり、従業員の環境に対する
意識の向上に努めます。

②燃料転換

一部の工場で、自家発電で重油を
使用していましたが、購入電力に切り
替えることで燃焼して同じ熱量を得る
ために排出される二酸化炭素排出量
を削減しています。
また、重油燃焼時に排出される硫黄
酸化物(SOx)、窒素酸化物(Noｘ)の抑
制に繋がっています。
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環境経営目標の実績

①テレワークへの取り組み

テレワークの導入をして働き方・業務遂行方法、ＷＥＢ会議・商談の実施、通常業
務のやり方などの見直しを行いました。
通常は、車で通勤したり会議場所まで移動しての会議でしたが、オンラインで実
施することにより、コロナの感染リスクの低減させるだけでなく、移動に伴う二酸化
炭素排出量の削減もすることができました。コロナ禍において新しい生活様式に対
応した働き方・テレワークへの取り組みを実施していきます。

②物流方法の見直し

他社に業務委託していた物流を自社で行うことで工場間のネットワークをよくして物
流の効率化を図っています。従来は工場毎に運んでいたものを、複数工場分をまとめ
て運ぶことで運搬台車の数を減らしました。また、複数工場で同一商品を製造していた
ものを１つの工場に集約し配送することで運搬回数を減らし、効率のいい運搬ができ
ています。

活動内容（一部紹介）
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（１）主要な法令一覧

○：遵守、△：対応中、-：該当せず

各工場で環境関連法規について遵守状況の確認を行った結果、相模原第二で排水処
理施設の排水水超過と異臭、トラックのアイドリング音の騒音ご指摘が発生し対応して
います。食品リサイクルでは、相模原第一工場、相模原第二工場、龍ケ崎工場で目標
未達でしたが全社では達成しています。

※条例はそれぞれの地域で定められた環境保全や公害防止、地球温暖化、廃棄物
関連等の環境関連条例も適切に遵守しております。

（2）法規制の遵守評価

①法律改正状況の確認
年４回の環境会議のほかに改正情報を各工場に配信し、法律改正時の対応漏れがな
いように取り組んでいます。
②法律遵守状況の確認
各工場の内部環境監査実施時、また、環境会議の場で、該当の有無や順守状況の確
認を行いました。
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（4）産業廃棄物処分業者の現地確認

当社は廃棄物管理を廃棄物の専門家にコンサルしていただいております。毎年、コンサ
ルタントとともに廃棄物処理業者への現地確認を行い、廃棄物等が適切に処理されている
ことを確認しています。
昨年までは現地に赴き、現地確認をしておりましたが、コロナ禍で現地確認が難しいとこ
ろもあり、一部リモートでの確認と臨機応変に対応を行っています。

（3）再生利用等の実施率

2021年度の再生利用等の実施率は全社で99.9％でした(分母生産パック数)。個別目標
である基準実施率と、業種別の目標である食品製造業95％以上を大幅に達成することが
できました。尚、下の表は再生利用等の実施率の原単位の分母を売上高にして報告した食
品リサイクル法に基づく定期報告書での内訳となりますがそちらでも目標達成しています。
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（5）緊急事態の対応 試行と訓練

①火災発生時の対応
年1回の防災訓練を全工場で計画し実施致しました。
新型コロナの感染拡大防止の観点から一部の工場で緊急事態で役割のある者を中心
に人数を絞りましたが、内容は、例年通り火事が起こった時の出火元の確認と館内放送
による通報訓練、消火器や消火栓を使用する消火訓練、避難誘導をして屋外へ避難す
る避難訓練を実施しています。
マニュアルに従い訓練を行った結果、マニュアルに問題なく更新の必要もありませんで
した。
訓練と試行に参加できなかった従業員にもフォローを行っています。また、避難経路図
を大きく掲示するなどの工夫を行っています。

②薬剤飛散時と防止の対応
薬剤管理の対応手順書を作成し施行と訓練を実施しました。現場にある劇物の抽
出とSDSの確認、保護具の用意や掲示物貼り付けの現状、劇物取り扱い従業員の
抽出、薬品の盗難時対応、劇物が体に付着した時の対応を含め手順書に従い訓練
を行った結果、手順書に問題なく更新の必要もありませんでした。
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（5）緊急事態の対応 試行と訓練

③新油・廃油流出時の対応
油庫から油が流出した際の対応手順書を作成し、施行と訓練を実施しました。水吸
収型の土嚢作成時間、排水溝周辺に土嚢を設置後の排水溝への油の流出確認を
行っています。手順書に従い訓練を行った結果、手順書に問題なく更新の必要もあ
りませんでした。

④水質（排水処理）管理
排水管理の対応手順書を作成し施行と訓練を実施しました。警報盤で排水処理設
備の異常が発報した時（管理基準値を超えた場合）の対応手順の確認を行いました。
手順書に従い訓練を行った結果、手順書に問題なく更新の必要もありませんでした。

⑤大型タンクの管理
業者に管理をお願いしている敷地内にある大型タンクの漏洩についても環境上の
緊急事態として今後、特定することとしました。
次年度あから敷地内タンクから漏洩したことを想定した手順書を作成し、試行と訓
練を実施していきます。
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代表者による
全体評価と見直し

①環境経営目標と環境経営計画について
廃プラ新法の制定により、その他産業廃棄物排出量のうち、廃プラスチック類
排出量を抜き出す。また、昨年審査指摘事項の製品サービスを独立させることと、
環境改善と地域貢献活動を同一項目とする。

②環境法規の遵守状況
相模原第二で排水処理施設の排水水超過と異臭が発生した。また、トラックの
アイドリング音の騒音ご指摘が発生した。重大なご指摘が２件あった。相模原第
二では再発防止策を徹底するとともに、他工場においても同様の問題を発生さ
せないよう見直しを行うこと。

エコアクション２１の取り組みを確実に行うためには、地道に活動するしかな
い。小さなことの積み重ねがゆくゆくは大きな流れになっていく。
逆に小さなことを疎かにすると上辺だけの活動になってしまう。問題意識を

持って行動しているかが重要となる。
問題意識を持って現場を見るのと、目的がなく現場を見るのでは全然違う。ど

こに起因するのかという見方をしないと問題が見えてこないし、目的がなく見てい
ると労力ばかりがかかり解決しなくなる。仕事の進め方は共通であるが、プライ
ムデリカの手帳には、「小さな事によく気が付く人」と記載されている。問題意識を
持って行動してエコアクション２１の活動机上の空論にならないように現場に根付
くように活動してほしい。

（１） 全体を通して

（２） 指示内容

＜前回の指示への取組結果＞
・その他産業廃棄物削減ではおととしの産廃から有価物になったものは
戻すことができなかったが、他の産廃を有価として処理変更できた。

＜今回の評価結果及び指示内容等＞
・自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの
改善について、環境経営計画の環境改善活動から製品サービスとして
独立させること
・龍ケ崎で廃プラ洗浄機を導入し安定的に処理しリサイクル化すること
・廃プラスチック類は別項目で目標と計画を立てること

（３） 総括



34

別紙
（各サイトデータ）
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相模原第一工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
電力の需給ひっ迫に伴う供給対策としてコージェネの稼働時間延長が、
今後も予測されます。CO2削減の観点から稼働時間の短縮させる為、電気
使用量の削減を進めていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
コージェネの稼働時間調整を行い、電気使用量とCO2排出量のバランス
をとってきました。電気使用量の削減(空調・冷蔵・冷凍機の更新など)を
進めてきましたが、更に推進していきます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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相模原第二工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
取り組みが定着した事は、今後も細部深堀を進めます。懸案である排水
処理施設については、市役所対応と近隣住民コミュニケーションに真摯に
取り組み、施設管理会社の変更を含めて設備改善と適正運用に努めます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
電力、水は取り組みの運用が浸透しました。その他産廃は2021年度から
新たな取り組みを開始し成果を得ています。目標未達であった食品リサイ
クルについては、原材料管理の厳格化と従業員教育の深化が不十分であっ
たと推測されます。廃棄物の分別については、外部からの指摘を受けない
よう、2022年度も引き続き重点課題とします。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★



37

龍ケ崎工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
達成だった項目は、活動の効果が出ていました。目標未達だった項目は、
発電機の年次点検の影響、果物使用で皮の廃棄の増加、経年劣化による廃
棄の増加がありました。2022年度については廃プラ洗浄機を運用し、食品
リサイクル率、その他産業廃棄物の改善を実施します。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
2020年度のLED転換、歩留改善などで効果がありましたが、空調更新、
オーブン使用時間・冷凍作業の増加、工場が10年経過し交換による廃棄の
影響で目標が達成できませんでした。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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豊田第一工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
地道な取り組みや継続的な活動で目標を達成できた一方、2020度後半か
らライン増設があり電力消費量の多い設備が増えたこと、下期生産量が低
下したことが目標未達の要因となりました。2022年度はCO2フリー電気と
カーボンニュートラルガスへの切り替えも検討を行っていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
PSA・エアーコンプレッサーの適正管理、蒸気の戻りの熱回収、部署間
連携、呼びかけなど行ってきましたが、生産数量の減少で原単位が悪く
なってしまい目標未達がでていましいました。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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豊田第二工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
目標達成は取り組みの効果があった。目標未達は挽回策として、CO2フ
リー電気の購入、空調・冷凍機の省エネ対策、排水熱回収装置の導入検討、
ボイラー保温工事の検討、包装機前に計量器設置、清掃時の水の使い方を
工夫などして削減を進めていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
2018年度から３年間で数字としては改善されているが、目標として
いた基準年度から３％の削減については目標値まで届かない結果となって
しまいました。来年度も取り組みを進めていきます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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枚方工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
前年度から引き続き取り組みを継続しましたが工場内での衛生改善やコ
ロナ対策の為に空調設備を増設したことが大きく影響しています。2022年
度はタブレットによるペーパーレス化、LED化を進めていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
様々な取り組みを行い全体的な活動としては徐々にではありますが浸透
してきています。しかし、現場の衛生状況の改善やコロナ対策の影響が大
きかったです。今後も継続して取り組んでいきます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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宝塚工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
全体的な生産数は減少していますが、ライン新設やオーブン等の稼働率
が上がる推奨が増えた事で目標達成が厳しい状況に変わっています。今ま
でと同じ取り組みでは目標をクリアしていくのが難しいため、従業員全員
の意識を向上させ、すべての無駄の削減を進めていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
LED化、曝気ブロワーのインバータ化、空調機の更新等行い削減に取り
組みました。空調機の更新、外番重洗浄機の更新などを行ったため2022年
度から効果があると見込んでいます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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新居浜工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
輸送の積載効率を上げ運行台数を削減、工場での無駄の層別化をして目
標を達成した一方で、省エネ・工程歩留に関する日常管理の徹底が不足し
ており改善が進まなかったため、2022年度はこれらを重点的に取り組みを
行っていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
新規事業や広域商品の推奨により生産数量が増加、物流課稼働という環
境変化がありました。そのため、トラックの大型化による運行台数の削減、
エネルギーと水使用量の管理をしましたが、まだ無駄があり改善できる要
素があるため、工場での取り組みを進めていきます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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宗像工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
未達成となっている項目が多いため、現状の取り組みの継続だけでなく、

2022年度は空調機にコンテニュームとα-HTの取り付けを予定、硬質プラの
有価化に向けて取り組みを行っていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
PD宗像とPD佐賀の工場間アイテム集約を2019年より進め、27アイテムを

18アイテムまで削減と調理パン便集約をしたことで効率化のいい生産がで
きました。その以外の項目については効果が出ませんでした。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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佐賀工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
他工場へアイテム移管と生産能力拡充して製造品目や設備面で変化があ
り、生産数量が減少し目標と実績の大きく乖離して未達となりました。
2022年度も引き続き設備の新規導入が控えており、目標を見直し廃棄ロス
の少ない生産活動に取り組んでいきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
生産品目の変化等に伴い毎年生産数量が減少してきており、実排出量、
実使用量としては毎年削減していますが、固定費として使用する部分の削
減が生産数量の減少幅に追いついていないという状況でした。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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熊本工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
2020年度から引き続き新規事業の立ち上げの影響で原単位の推移が大き
く変化してしまいました。水使用量・その他産廃・電気を重点的にそれ以
外の項目も更なる取り組みをして目標達成に努めます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
多数の新規事業の立ち上げ、コロナ禍での様々な変化がありました。
様々な取組みを行いましたが特に直近2年間は、機器の更新・新規設置な
どで、ユーティリティの機器側の無駄な使用は大きく削減できました。今
後は人的な無駄使用削減とコロナ禍でも地域貢献方法の検討をします。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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宮崎工場

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
商品構成の変化もありますが、取り組みの効果検証によりエネルギー削
減することできました。2022年度は廃プラ洗浄機の導入を検討し削減に努
めていきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
全照明LED化をすることができました。廃棄物は排出方法の変更と、商
品構成の変化で油分が増加したことで大幅に増加していまいました。2020
年初頭からのコロナの影響で、地域貢献活動が制限されてしまったため、
コロナの情勢を踏まえ、今後活動を再開させていきます。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★
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本社
※本社と相模原第一工場は同じ建物ですが、取り組
み内容に違いがあるため2019年度から本社と相模原
第一工場を分けて活動を行うこととしました。

環境管理責任者の確認

①2021年度総評と2022年度の取り組み指示
取り組みは定着してきたがまだまだ個々の活動に近い状態であり、本社
全体で取り組む為に、事務局ももっと発信し周知する必要がある。また、
内部コミュニケーション実施率を上げ計画を着実に実行していきます。

②2018年度から2021年度にかけて３年間の振り返り
本社全体でEA２１に取り組む姿勢にかけている面があるが、年数を重ね
るにつれ実施担当者の取り組む姿勢にも変化があり、この変化を担当者以
外にも広められるよう今後に活かすよう努めていく。

★★★2021年度こんなことに力を入れて取り組みました★★★


